
 

 

 

 

何を大切に実践を営み，どのような子どもの未来を思い描いて 

いたのかを振り返り，対話からカリキュラムを形作ります。 

カリキュラム形成研修会 

Ⅱ. 長期的な実践の省察から 

     (全 5 回：ハイブリッド実施)  

研修の目的 

１｜どのような子どもの未来を思い描きながら保育実践を営んできたの

かについて、長期的なスパンで省察し、対話的方法により協働的に教育

課程を形成していくプロセスを探索的に学ぶ。 

2｜保育実践の「痕跡」、または身体性を潜らせた主体としての言葉で語

り合い、学び合う園内研修のデザインを検討する。 

参加者 
幼児教育実践者・研究者・大学院生  及び 本園教諭 ７名  

 

（第 3 回：４歳期を中心に実施） 



 

 

 

対話内容 抜粋 


